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校長室通信 

第 11号 

北九州市立熊西中学校 

校長 安部朋惠 

 この修学旅行で､僕は、日本の伝統文化や技術の素

晴らしさを学ぶことが出来ました。城や寺などのバ

ランスや､様々な仏像のリアルさなど､昔から受け継

がれてきた技術はすばらしいものばかりです。いく

つものパーツから構成される金剛力士像や。東京ス

カイツリーにも用いられる､法隆寺五重塔の耐震構

造など、これからも受け継がれていくであろう技術

がいくつもあります。そういう技術を受け継いでい

くことのできる人になりたいと思います。 

3 の 2 池田 志優 

 私がこの修学旅行で学んだこと、得たもの、「感動」したことなどは、

たくさんあります。現存する日本最古の木造建築 法隆寺や、薬師寺、東大

寺の大仏、金剛力士像など、全ての建物において､何年も前の大昔から今現

在も受け継がれているということを改めて考えてみると､すごいことだし、

実際に見ることで本当の意味が分かったような気がしました。…中略… 

新幹線やホテルでは友達の知らない一面に気づいたり､普段とは違う話を

したり、夜遅くまで話したり､トランプをしたり､写真を撮ったり、いろん

なことをして､友情が深まってとても仲良くなれました。 

 この三日間の修学旅行は感動･驚き･発見･友情･楽しさがつまった有意

義なものになりました。 

3 の 2 続木 陽夏 

 この修学旅行を通して僕が印象に残ったことは二つある。一つは建物で､もう一つは修学旅

行全体を通して学んだことだ。 

 一つ目は､班別研修のときに行った、三十三間堂である。二つ目は､…中略…集団行動をする

ときに大切なことで、「時間を守る」ということだ。「時間を守る」くらい小学生でもう習っ

ているのに。と思うかもしれない。でも、「習う」のと「学ぶ」のは違うということに気がつ

いた。実際、今まで「習ってきた」ことはあまり覚えていなくても､「学んできた」しっかり覚

えている。この「時間を守る」というのもこの修学旅行で「学んだ」ことだ。 

3 の 3 高瀬 翔 

 


